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会議録 

 
                           令和４年７月 20日提出 

会議の名称 西東京市公民館運営審議会 令和４年度第１回定例会 

開催日時 令和４年５月 18日(水) 18時 30分から 20時 10分まで 

開催場所 柳沢公民館 視聴覚室 

出 席 者 委 員：西原みどり(会長)、ギログリー江美(副会長)、中嶋太、荒井茂、谷関幸

子、小須田厚子、海老澤裕惠、石川健、青木美紀子、渡部國夫、小沼純

子、荒井容子、髙井正 

職 員：福所館長、國府方館長補佐（芝久保分館長）、市川事業係長(柳沢)、山本

分館長(田無)、三城分館長(谷戸)、長谷部分館長(保谷駅前)、星野事業係

主査 

欠 席 者 三沢英俊 

議   題 １ 審議事項 

(1) 令和３年度第９回定例会会議録（案）について（資料１） 

 (2) 令和３年度第 10回定例会会議録（案）について（資料２） 

２ 主催事業について 

 (1) 令和３年度公民館主催事業報告について（資料３） 

 (2) 令和４年度公民館主催事業計画について（資料４） 

３ 報告事項 

(1) 行政報告 

(2) 公民館だより編集室報告 

(3) 東京都公民館連絡協議会委員部会運営委員会報告 

(4) 東京都公民館連絡協議会定期総会報告 

４ 事務連絡及び情報交換 

 (1) 令和４年度定例会開催日程について他（資料５） 

(2) 田無公民館の再開について 

(3) 公民館における Wi-Fi環境の整備について 

(4) 令和４年度第２回定例会の開催について 

 (5) その他 

 

会議資料の 

名   称 

【配布資料】 

資料１ 令和３年度第９回定例会会議録（案）について 

資料２ 令和３年度第 10回定例会会議録（案）について 

資料３ 令和３年度公民館主催事業報告について 

資料４ 令和４年度公民館主催事業計画について 

資料５ 令和４年度定例会開催日程について 

 

記録方法 □全文記録 ☑発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

傍 聴 者 ☑あり(４名) □なし   

会議内容 

１ 審議事項 

(1) 令和３年度第９回定例会会議録（案）について（資料１） 

●令和３年度第９回定例会会議録(案)について承認 

 

(2) 令和３年度第 10回定例会会議録（案）について（資料２） 

●令和３年度第 10回定例会会議録（案）について承認 
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２ 主催事業について 

(1) 令和３年度公民館主催事業報告について（資料３） 

○Ａ委員 

女性のための講座「これだけは知っておきたい！身近な世界を知る講座」(谷戸)について、

個人的には男性も参加できる講座の方がいいと思っていたのだが、「女性限定だったのがよか

った」という参加者の感想があった。一方、子どもの課題を考える講座「不登校経験者が語る

～学校に行かない子どもの心の中～」(ひばりが丘)では、「お子さんが学校に通えている保護

者にも聞いてもらいたい内容だった」という参加者の感想があり、同じ境遇の人と話したい人

もいれば、広げたい人もいる。対象者を絞ることには慎重にならなければいけないと感じた。 

〇Ｂ委員 

  参加者に振り返りを書いてもらう際には、今回の事例でいえば、なぜ、女性限定でよかった

のか、その理由を書くように、職員が働きかけてほしい。具体的な内容がわからないと評価が

できない。また、子どもの課題を考える講座について、不登校本人、当事者が参加できればよ

かったという感想があるが、対象と事業内容をどう密接につなげていくかは、事業を作ってい

く上で重要。対象を設定し、対象と事業内容をつなげ、事業の情報を対象に届ける。これは、

事業実施の際の基本。 

〇Ｃ委員 

  保育付き講座は、幼い子を育てている母親限定から、子育て中の女性対象、女性対象、一般

講座と広がってきている。保育付き講座の場合、保育室からの報告があり、そこでは子育ての

悩みも語られると思うが、保育室に子どもを預けていない参加者は、どう思っているのか、心

配だった。女性のための講座（谷戸）では、職員が、保育を利用していない参加者にも保育室

の様子や感想を報告し、公民館保育室のことを伝える努力をしている。読むと、保育室の子ど

もたちも公民館の仲間であると受け止められていると感じる。公民館保育室は大切であるとい

う感想もいくつかある。この講座の取り組みや意識を全館の職員や公民館保育員で共有して進

めていってほしい。 

〇Ｄ委員 

  平和を考える講座「子どもと大人の平和を考える読み聞かせ」(芝久保)や、子ども体験講座

「日本の文化「茶の湯」を体験」(谷戸)について、定員に対して参加者が少ない。参加しやす

い広報、今起きている問題など興味を引く広報を行う等、ひと工夫あれば、もっと参加したの

ではないか。 

〇分館長(谷戸) 

  女性のための講座について。女性だけでよかったという理由として、グループワークで、Ｓ

ＤＧs でのジェンダーやイスラム社会のジェンダー、一夫多妻制等、踏み込んだ話になった時

に、女性だけだと話しやすかったということを聞いている。 

  子ども体験講座（谷戸）は、新型コロナウイルス感染が拡大した時期の開催だった。 

〇分館長(芝久保) 

  平和を考える講座は、コロナ感染拡大防止のため、当初の実施日を延期し、再募集して実施

した。今後は、広報の工夫も検討していきたい。 

〇Ｅ委員 

  子育て中の女性のための講座（ひばりが丘）について、受講者の折り紙作品はひばりが丘フ

ェスティバルで展示された。動物園をイメージした作品群で、照明が当てられ、多くの人の目

を引き、とてもよかった。 

  あつまれ！みんなのけいおん講座(保谷駅前)では、最後に、２年ぶりに保護者を招いて、受

講者が発表することができた。受講者からは「コロナ禍でできないことが多い中、講座が続い

てよかった」、保護者からは「コロナ禍で目的を失ったような生活をする中で、公民館で音楽

ができてよかった」という感想があった。３人の講師は素晴らしい方たちで、丁寧に教えてく

ださるが、講座の受講料が無料であることを知り、西東京市公民館を評価していた。継続的に

実施されたこと、バンドマルシェ＠保谷駅前（保谷駅前）でも受講者が発表できたこともよか

った。 

全館で防災講座を実施しているが、参加者を集めるのに苦戦しているように見られる。公民

館利用団体に参加を義務付けて、防災意識を学ぼうと呼びかけるという方法もあるのではない

か。 
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〇Ｆ委員 

  防災講座「災害の知恵袋～基本の備えで憂いなし～」（芝久保）は、オンライン開催で、反

応もよかったのではないか。女性のための講座（谷戸）について、女性だけだったので話しや

すかったという感想があったということはねらいどおりだったということ。女性の中なら話せ

るという状況が、まだあるということだろう。一方、子どもの体験講座（谷戸）では、保護者

から大人対象の茶の湯の講座の要望が出されている。あつまれ！みんなのけいおん講座（保谷

駅前）は青少年対象だが、ドラム等の演奏技術を学びたい大人もいるだろう。既存のイメージ

を超えた挑戦があってもいいのではないかと思う。ひばりが丘公民館サークル見学会（ひばり

が丘）について、存続が難しいサークルが仲間を増やし、何かを始めたい人とサークルをつな

げる取り組みは、とてもよいと思う。全体を通して、それぞれの館で特徴ある事業をやってい

て、西東京市民は幸せだと思った。 

〇Ｇ委員 

  子育て中の女性のための講座(保育付き)「笑顔が生まれる絵本のある暮らし」(柳沢)につい

て、参加者の感想に「ただ楽しめばよいという先生の一言で楽になり…」とあるが、公民館の

存在意義はここにあると感じた。受講者が、公民館があることで生きやすくなる、生活が楽し

くなると思えたらいいと思っているが、この講座ではそれが伝わったのだと感動した。「イス

に座って！やぎさわディスコ」（柳沢）では、「常連さん、顔見知りの方が増えてきた」と感

想にある。継続して実施されることで、楽しみにする人が増えることはよいことだが、新規の

方が参加しにくくなるという側面もある。できあがったところには入りにくいという不安を取

り除けるような広報の仕方をお願いしたい。 

○Ｂ委員 

  防災講座「防災について知る！備える！行動する！明日の暮らしに役立つ体験型防災講座」

（保谷駅前）について、同じ商業ビルに入っている事業者からの参加はあったのか。 

○分館長（谷戸） 

  案内を行ったが、参加はなかった。 

 

(2) 令和４年度公民館主催事業計画について（資料４） 

〇Ｂ委員 

  乳幼児を持つ母親のための講座「笑顔が生まれる、はじめてのママ講座～仲間との対話で自

分育てから～」(柳沢)について、13 回の講座で第１回が保育説明会、最終回が保育室レポート

と話し合い学習となっている。この講座は全員が保育を利用することになると思うが、そうで

はない保育付き講座の場合、保育を利用しない人も、保育説明会や保育室レポートの回に参加

するのか。 

〇分館長(谷戸) 

  保育説明会は、保育を利用する保護者を対象に、保育の目的や注意事項等を伝えるために行

う。最後の保育室レポートは、保育を利用しない人も含めて全受講者を対象に行い、子どもの

成長の様子などを伝える。 

○Ｆ委員 

  上映会「16 ミリフィルムで見るドキュメンタリー映画「阿賀に生きる」」（ひばりが丘）に

ついて、生前、西東京市に住んでいた監督の作品を取り上げることはよいと思った。 

〇Ａ委員 

  中学生・高校生対象講座「Ｋ‐ＰＯＰをカッコよく踊ろう！」（柳沢）の開催時間の設定に

ついて、水曜日の午後４時から６時 15 分で設定されているが、中高生がこの時間に来られるの

か。どのような経緯でこの時間にしたのか。 

〇分館長(田無) 

  中学校・高校は、水曜日は授業時間が短く早く帰って来られる。また、近隣の高校のダンス

部等の活動日を確認したところ、水曜日に活動するところはなかった。第３区分(午後４時から

６時 30分)の有効活用という理由もある。 

〇Ｈ委員 

  今年度の事業計画では、どこの公民館でも平和についての講座が計画されていないようだ。

今の世界情勢について平和を考えるという視点から考える講座を実施してほしい、市民が個々

の考えを述べられる場があるとよい。歴史から考える講座でもよい。 
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〇事業係長 

  今年度の事業計画の中で、芝久保公民館で平和を考える講座を予定している。また、３月の

定例会でも同様の意見をいただいており、計画された講座の中で取り上げることなどを全館で

検討している。 

〇Ｄ委員 

  親子で楽しむ講座「プラネタリウムシアター親子で聴きたい宇宙のはなし」(ひばりが丘)に

ついて、ひばりが丘公民館周辺地域は、マンションの建設等で就学前の子どもがいる家庭が増

えている。そのような新しく転入してきた家族が公民館の事業に参加することは、公民館を知

ったり、まちに馴染んでいったりする良いきっかけになると思う。期待している。 

〇Ｃ委員 

  創作講座「ぬりえで色彩を知ろう」(芝久保)について、ぬりえは黙々と塗っていくイメージ

があり、講師と受講者の一対一の対応になりがちだと思われるが、何か工夫を考えているの

か。 

〇分館長(芝久保) 

  ３回の講座の中でそれぞれ作品鑑賞があり、作品を見ながら意見交換を行う。２回目以降、

技法などのワークショップを行う中で、参加者同士の交流を図っていきたい。 

〇Ｈ委員 

  思春期の子どもに向き合うための講座「アドラー心理学から学ぶ 勇気づけのコミュニケー

ション」(ひばりが丘)について、思春期を迎えた子どもたちの教育にはアドラーの心理学が有

効なのか。それが一般的なのか。ユングやフロイトなど他の心理学では対応できないのか。 

〇分館長(田無) 

  子育てにおいて足りない部分に目をやるのではなく、足りている部分に目を向ける、親子の

関係において上からものを言う縦の関係ではなく、親友同士のような横の関係を大切にするな

ど、アドラーの勇気付けの心理学は気づきが多い。西東京市公民館の講座では、アドラー心理

学をよく取り上げている。 

〇Ｉ委員 

  フロイトは心理療法的なものでわかりにくく、アドラーは教育的なものでわかりやすい。ア

ドラーはインストラクターも多数養成しており、人気がある。 

〇Ｆ委員 

  思春期の子どもに向き合うための講座について、事業計画書の副次的効果の中に「保育付き

講座に参加経験のある保護者があらためて公民館に足を運ぶ機会」とある。とてもいいつなが

りだと思うが、実際はどうなのか。 

〇分館長(田無) 

  保育付き講座に参加してサークルをつくり、仲間づくりや企画運営、冊子づくりなどで力を

付けた方たちが、子どもが学校に上がると、ＰＴＡなどで活躍をしていくが、子どもが思春期

を迎え、学業や友達、親子関係など新たな悩みを抱える時にヒントとなるのがこの講座。保育

付き講座で一緒に学んだ人と再会することもあるかもしれない。 

 

３ 報告事項 

(1）行政報告 

○公民館長  

  教育委員会で令和４年度西東京市公民館事業計画を報告。事業計画の基本理念、基本目標、

基本方針の概要を説明し、令和４年度まちなか先生では、公民館は、防災講座と平和講座を行

うことを説明した。特に質問、意見はなかった。 

情報提供になるが、令和６～10 年度西東京市教育計画の策定にあたり策定懇談会が設置され

る。公民館運営審議会からも策定懇談会のメンバーを１人選出していただきたい。策定懇談会

は、令和４年７月から令和６年１月まで 11 回開催される予定。改めて６月の定例会で推薦を依

頼する。 

 

(2) 公民館だより編集室報告 

●事業係長より、６月６日に編集室会議を行う予定であることを報告。 
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(3) 東京都公民館連絡協議会委員部会運営委員会報告 

●担当委員より、令和４年度の活動方針が承認されたこと、委員部会の研修を９月に開催される

予定であること等を報告。 

 

(4) 東京都公民館連絡協議会定期総会報告 

●分館長(田無)より、総会で会計報告、年度予算案、事業方針及び事業計画等が承認されたこ 

と、今年度は西東京 市が職員部会の会長市で、毎月、柳沢公民館で職員部会が開催されるこ 

と等を報告。 

 

４ 事務連絡及び情報交換 

(1) 令和４年度定例会開催日程について他（資料５） 

●事業係長より、今年度の定例会日程及び内容について説明。 

 

(2) 田無公民館の再開について 

●館長より、部屋の新設やロビーの拡張、トイレの改修、ロビーの一角に学習コーナーを設けた

ことなど、リニューアルの内容を報告。 

 

(3) 公民館における Wi-Fi環境の整備について 

●館長より、田無公民館ロビーでフリーWi-Fi が使用できることになったこと、全館でモバイル

Wi-Fiの貸し出しを開始したことを報告。 

 

(4) 令和４年度第２回定例会の開催について 

日時：令和４年６月 15日（水）午後６時 30分 

  場所：柳沢公民館 視聴覚室 

(5) その他 

●Ｊ委員より、谷戸まつり開催報告。 

●Ｋ委員より、田無公民館まつりの案内。 

 

 


